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測値では，集団間の比較に Games-Howells の多重比較検定，推定した利き手 - 非利き手間の比較に
は対応のある t 検定をもちいた。採取した輪郭形状に対し，解析ソフト SHAPE をもちいて楕円フー
リエ解析を行い，得られた楕円フーリエ係数に対して主成分分析を行った。対象とする主成分は
Keiser の基準にもとづいて固有値1以上のものとした。得られた主成分得点に対し，集団間の比較
に Steel-Dwass の多重比較検定，推定した利き手 – 非利き手間の比較は Wilcoxon の符号付順位和検
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定した利き手 – 非利き手間の比較には対応のある t 検定をもちいている。また，採取した輪郭形状に
対しては解析ソフト SHAPE をもちいて楕円フーリエ解析を行い，得られた楕円フーリエ係数に対し
て主成分分析を行い，対象とする主成分は Keiser の基準にもとづいて固有値1以上のものとしてい













アメリカの学術誌 American Journal of Physical Anthropology に掲載されており，世界的な評価を
受けていると判断できる。
以上のことから，審査委員会は本論文を博士論文に相応しいと認める。
